
ウェルビーイング共創事業の支援業務に係る公募型プロポーザル 

対面による質問に対する回答一覧 

令和８年６月3日（水）に実施した対面による質問に対する回答は、以下のとおりです。なお、本資料は、実施要領及び仕様書の補足資料として同等に取

り扱います。 

No. 該当箇所 質問内容 回答 

1 
実施要領ｐ.2 

3.参加資格①イ 

「最新の事業年度の納税証明書の写し」を提出とあ

るが、滞納が無い旨の証明書の写しに代えてもよ

いか？ 

差し支えありません。 

2 

実施要領ｐ.5 

6.参加申込書

等の提出（1）⑥ 

参加申込を電子メールで行う場合、⑥の書類（証明

書）は、スキャンしデータ化したものを送信してよ

いか？ 

差し支えありません。 

3 

実施要領ｐ.6 

7.企画提案書

の提出（1）① 

6番目の項目に「企画提案書は、別紙2「審査基準」

のNo.1～6の順に提案内容を記載し、審査基準に

対する提案箇所を明確にすること。」とあるが、必

ずこの順でなければならないか？ 

企画提案書において、審査基準 No.1～6 のどの項目に対応しているか明

記されていれば、この順番でなくても差し支えありません。 

4 
仕様書ｐ.2 

4.業務内容（3） 

公募市民の募集について、受注者が有する広報媒

体により実施しても差し支えないか？ 

受注者の媒体により募集すること自体は差し支えありませんが、本事業で

は広く市民に募集を周知することを想定しているため、市の広報媒体（広

報誌、SNS）との併用が望ましいと考えます。 

5 
仕様書ｐ.2 

4.業務内容（3） 

募集のため、市広報誌に記事を掲載する場合のス

ケジュール感は？ 

掲載を希望する号の２カ月前の 10～１5 日の間に原稿案を提出する必要

があります。（例：10 月号に掲載する場合、8 月 10～15 日頃までに原稿

案を提出。毎月の週休日等の状況により期限が前後します。） 
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誌面の都合上、必ずしも希望どおりに掲載されるわけではありませんの

で、詳細は契約後にご相談ください。 

6 
仕様書ｐ.3 

4.業務内容（6） 

広報啓発物を市広報誌に折込み配布する場合の費

用は？（A4版4ページ（A3二つ折り）を想定） 

A4 版（4 ページまで）の場合、１軒あたり普通紙等（コピー用紙程度）は

4.6 円（消費税別）、厚紙等（パンフレット、カタログ等）は 5.4 円（消費税

別）です。（令和8年4月末世帯数 47,509世帯） 

なお、広報誌の発行月によっては折込み対応ができない場合がありますの

で、詳細は契約後にご相談ください。 

7 
仕様書ｐ.5 

5.成果指標 
成果指標は、最低何項目を想定しているか？ 事業を多面的に評価できるよう、最低3項目程度を想定しています。 

8 
仕様書ｐ.5 

6.実施体制（1） 

業務責任者は、業務に関する市との連絡窓口担当

者ではないという認識でよいか？ 

お見込みのとおり、業務全体の統括的な責任者として配置いただくもので

す。（業務責任者が連絡窓口担当者を兼ねることは差し支えありません。） 

 


